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超新星残骸RX J1713.7–3946は、TeVガンマ線やシンクロトロンX線を放射する SNRの 1つであり、宇宙線
加速の面から注目される。特に、分子雲とX線放射の空間・エネルギー分布の比較は、効率の良い宇宙線電子加
速を解明する手掛かりを与えるとみられる。既に我々は、SNRと相互作用する分子雲を特定しており (e.g., Fukui
et al. 2003)、一部の領域については、X線スペクトルから求まる光子指数や吸収柱密度の空間分布と分子雲を比
較することで、分子雲とX線放射の間に深い関係があることを示した (2010年春季年会Q43)。
今回我々は、Suzaku衛星による X線観測データを用いて、SNR全面に対する詳細なスペクトル解析 (グリッ

ドサイズ; 2–4 arcmin) を行い、星間ガス (NANTEN CO, ATCA&Parkes HI)の分布と比較を行った。結果とし
て、X線吸収から求まる星間ガスの柱密度と星間ガスの分布に非常に良い相関がみられ、シンクロトロンX線の
スペクトルは分子雲の近傍でハードになっていることが明らかになった。これらは、分子雲と SNRが相互作用し
ていることに加え、分子雲周辺で効率の良い宇宙線電子加速が起きていることを示唆している。さらに興味深い
ことに、吸収柱密度から foregroundの寄与を差し引いた分布は、TeVガンマ線と良い空間的相関がみられた。
以上の結果を踏まえ、RX J1713.7–3946における宇宙線電子加速について論じる。併せて、TeV ガンマ線放射

が宇宙線陽子起源であることについて言及する。


